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演題名  務 代時の患者申し送り時間延長をなくしたい

施設名 花川病院
(ふりがな)

発表者（職種） 田村
たむら

　由美子
ゆみこ

　（看護師）

改善の指標と
その目標値

（指   標）　 務 代時の患者申し送り
（目標値）　5分以内にする（30 で）

(ふりがな)

チーム名 5分
ふん

の壁
かべ

分類 ④無駄の 減や能率向上、業務環境の改善をめざすもの

取り組種別 問題解決型

改善しようとした
問題課題

2019年4月就業時間の変更に伴い、朝・夕の 務 代時の患者申し送りについてタイムスケジュール、申し送
り内容など細かく取り決めを行った。しかし、現在、不要な内容の申し送りが増え、申し送り時間が延長されて
いた。そこで今回、 時間で効率的な申し送り、継続できる仕組みを考えることにした。

実施した対策

・申し送り基準を見直しマニュアルに追加、周知する。
・電子カルテマニュアルの見直しと患者情報を随時更新する。
・リーダー版活用方法を周知しマニュアル化する。
・新入職者オリエンテーションにマニュアルを追加する。
・定期的に申し送り基準をスタッフが周知しているか確認する。

改善指標の
対策実施
前後の変化

（実施前）　朝の患者申し送り：13分56秒　夕の患者申し送り：20分

（実施後）　朝の患者申し送り：4分38秒　夕の患者申し送り：4分58秒

歯止めと
標準化

・患者申し送りを時間内に効率的に行うためにスタッフは3か月に1回チェックシートで振り返り、申し送り内容を
確認する。
・申し送り基準を全スタッフが理解し実施できるように主任は看護部業務基準へ追加、見直しをする。
・申し送り基準を新入職員が効率的な申し送り、情報収集ができるように主任は入職時指導をする。
・患者申し送りが5分以上にならないように主任は随時監査する。

活動の種類
※複数選択可

②複数の職場が連携した活動

チーム
メンバー
（職種）

③テーマに合わせて形成したチーム活動 豊澤　凉子 看護師

④組織全体で取り組んだ活動 桐腰　裕子 看護師

高間　聖恵 看護師

五十嵐　圭子 看護師

活動の場
※複数選択可

①診療部門 美馬　留珠 看護師

③管理部門 田村　由美子 看護師

活動期間 2021年5月　～　11月

リーダー名
（職種）

美馬　留珠　（看護師）

活動回数 20 回



【テーマの選定理由・背景】

【目標設定】

用語の説明  務 代：  から日 　　日 から  への 務 代のこと
申し送り：看護師が 務時間帯の患者情報を口 で伝えること

何を  務 代時の申し送り時間を

いつまでに 10月末までに

どのように 5分にする

基準を

大幅に超えて

いた！

2019年4月就業時間の変更に伴い、業務内容を見直し、朝・夕の勤務交代時の患者申し送りについて、

時間・申し送り内容など取り決めた。しかし現在、再び申し送り時間が延長し『業務が終了できない』

『患者への業務開始時刻が遅くなる』『主体的に情報収集ができていない』等の問題が発生した。

今回、短時間で効率的な申し送りと、それを継続できる仕組みを作りたいと考えた。

【現状把握】





目標達成！！




